
テクノロジートレンド分析レポート

はじめに

本レポートは、ガートナーが発表した「2025年の戦略的テクノロジのトップ·トレンド」

に基づき、現在注⽬されている主要なテクノロジートレンドとそのビジネスへの影響につ

いて分析したものです。AIの進化、コンピューティング技術の⾰新、⼈間とマシンの融合

という3つの主要なテーマに焦点を当て、各トレンドの詳細と課題、そして実践的なアプ

ローチについて解説します。

主要なテクノロジートレンドの概要

ガートナーは、2025年に企業や組織にとって重要なインパクトを持つ10の「戦略的テクノ

ロジのトップ·トレンド」を発表しました。これらのトレンドは、以下の3つの主要なカ

テゴリに分類されます。

カテゴリ1：AIの最重要課題とリスク

このカテゴリでは、AI技術の急速な進化に伴う課題とリスク、そしてそれらを管理するた

めのソリューションに焦点を当てています。

エージェント型AI：主体性を持って⾏動する次世代の⼈⼯知能

概要: ユーザーが設定した⽬標に向けて⾃律的に計画を⽴て⾏動するAIシステ

ム。従来のAIアシスタントやLLMとは異なり、⼈間からの直接的な指⽰がなく

ても「主体性」を持って⾏動できる点が特徴。

ビジネスへの影響: 仮想労働⼒として⼈間の業務を⽀援·負荷を軽減し、⽣産

性を⼤幅に向上させる可能性。

課題: 信頼性の確保（適切な制御機能の導⼊）、検証の難しさ（時間とともに

進化·適応するシステムの監視に新しいテクノロジとツールが必要）。

AIガバナンス·プラットフォーム：信頼できるAI活⽤に向けた基盤



概要: AI利⽤の透明性と信頼性を確保し、法令遵守を実現するツール。特に規

制が厳しい産業では早急な導⼊が求められる。

ビジネスへの影響: AI利⽤の包括的な管理、AIモデルのライフサイクル管理、

データ品質とプライバシー保護に関するリスク評価、法令遵守の効率化、信頼

性の向上と責任説明の強化。

課題: 地域·業界によるガイドラインの不統⼀、急速なAI開発に対する⼀貫し

た統制の難しさ、組織⽂化の変⾰と抵抗への対応。

偽情報セキュリティ：偽情報対策の新たな展開

概要: 偽情報が社会に与える影響が拡⼤する中、その対策が重要視されてい

る。AIを活⽤した偽情報⽣成技術の進化により、より⾼度な対策が求められ

る。

ビジネスへの影響: 企業イメージの保護、顧客信頼の維持、社会的な混乱の防

⽌。

課題: 偽情報⽣成技術の⾼度化、対策技術の追いつかない現状、社会全体の情

報リテラシー向上。

カテゴリ2：コンピューティングのニューフロンティア

このカテゴリでは、コンピューティング技術の限界を押し広げ、新たな可能性を切り開く

トレンドについて解説します。

ポスト量⼦暗号 (PQC)：量⼦コンピューティング時代に向けた暗号技術の進化と対

応

概要: 量⼦コンピューターの登場により、現在の暗号技術が解読されるリスク

が⾼まっているため、量⼦コンピューターでも解読されにくい新しい暗号技術

の開発と導⼊が進められている。

ビジネスへの影響: 機密データの保護、⻑期的なセキュリティの確保、サイバ

ー攻撃からの防御。

課題: 新しい暗号技術への移⾏コスト、標準化の遅れ、互換性の問題。

環境に溶け込むインテリジェンス：⽇常⽣活に深く統合されたインテリジェンスが

もたらす未来

概要: センサーやAIが様々なデバイスに組み込まれ、私たちの周囲の環境がよ

りスマートになることで、⽇常⽣活やビジネスにおいて、よりパーソナライズ



されたサービスや情報提供が可能になる。

ビジネスへの影響: 新たな顧客体験の創出、業務効率の向上、データに基づい

た意思決定の強化。

課題: プライバシー保護、データセキュリティ、倫理的な利⽤。

エネルギー効率の⾼いコンピューティング：ITの持続可能性に向けた取り組みと今

後の展望

概要: データセンターやAIの計算処理によるエネルギー消費量の増加が問題視

されており、より少ないエネルギーで⾼い性能を発揮するコンピューティング

技術の開発が求められている。

ビジネスへの影響: 運⽤コストの削減、環境負荷の低減、企業の社会的責任

（CSR）の向上。

課題: 技術開発のコスト、既存インフラからの移⾏、性能と効率の両⽴。

ハイブリッドなコンピューティング·パラダイム：融合が拓く計算技術による未来

の可能性

概要: クラウド、エッジ、オンプレミスなど、異なるコンピューティング環境

を組み合わせることで、それぞれの利点を活かし、より柔軟で効率的なシステ

ムを構築するアプローチ。

ビジネスへの影響: システムの柔軟性向上、データ処理の⾼速化、コスト最適

化。

課題: 複雑なシステム管理、セキュリティリスクの増⼤、異なる環境間の連

携。

カテゴリ3：⼈間とマシンの相乗効果

このカテゴリでは、⼈間とテクノロジーの相互作⽤が深化し、新たな体験価値が⽣まれる

トレンドについて解説します。

空間コンピューティング：現実世界とデジタル世界の融合

概要: 現実空間にデジタル情報を重ね合わせることで、より没⼊感のある体験

を提供する技術。AR（拡張現実）やVR（仮想現実）の進化形。

ビジネスへの影響: 新たなエンターテイメント、教育、トレーニング、遠隔作

業の可能性。



課題: ハードウェアの普及、コンテンツ開発、ユーザー体験の最適化。

多機能型スマート·ロボット：⼈と共⽣する未来のパートナー

概要: 単⼀のタスクだけでなく、複数のタスクをこなせる汎⽤性の⾼いロボッ

ト。⼈間との協調作業や、より複雑な環境での⾃律的な⾏動が可能になる。

ビジネスへの影響: ⽣産性向上、⼈⼿不⾜の解消、危険作業の代替。

課題: ⾼コスト、安全性、倫理的な問題。

神経系との融合：⼈々の認知能⼒はどこまで進化するのか

概要: 脳とコンピューターを直接接続するブレイン·マシン·インターフェー

ス（BMI）など、⼈間の神経系とテクノロジーを融合させる研究。これによ

り、⼈間の能⼒を拡張したり、新たなコミュニケーション⼿段が⽣まれる可能

性を秘めている。

ビジネスへの影響: 医療分野での応⽤（義肢の制御、神経疾患の治療）、新た

なインターフェース、⼈間の能⼒拡張。

課題: 倫理的な問題、安全性、技術的な実現可能性、プライバシー保護。

結論

本レポートでは、ガートナーが提唱する2025年の戦略的テクノロジートレンドを「AIの最

重要課題とリスク」、「コンピューティングのニューフロンティア」、「⼈間とマシンの

相乗効果」の3つのカテゴリに分類し、それぞれのトレンドについて詳細な分析を⾏いま

した。これらのトレンドは、企業や組織が将来のビジネス環境で競争⼒を維持し、成⻑を

遂げる上で不可⽋な要素となります。

AI技術の進化は、⽣産性向上と新たなビジネス機会の創出をもたらす⼀⽅で、倫理的な課

題、ガバナンス、セキュリティといったリスクも伴います。企業は、AIの責任ある利⽤と

管理のための強固なフレームワークを構築し、偽情報対策にも積極的に取り組む必要があ

ります。

コンピューティングの分野では、量⼦コンピューティングの脅威に対応するためのポスト

量⼦暗号、環境に溶け込むインテリジェンス、エネルギー効率の⾼いコンピューティン

グ、そしてハイブリッドなコンピューティング·パラダイムが、今後の技術⾰新を牽引し

ます。これらの技術は、データの処理能⼒と効率性を⾶躍的に向上させ、持続可能なITイ

ンフラの構築に貢献するでしょう。



⼈間とマシンの相乗効果は、空間コンピューティング、多機能型スマート·ロボット、そ

して神経系との融合を通じて、私たちの⽣活や働き⽅を根本的に変⾰する可能性を秘めて

います。これらの技術は、新たなユーザー体験を提供し、⼈間の能⼒を拡張することで、

これまで想像もしなかった領域でのイノベーションを可能にします。

これらのテクノロジートレンドは相互に関連しており、単独で捉えるのではなく、複合的

な視点から戦略を策定することが重要です。企業や組織は、これらのトレンドを深く理解

し、⾃社のビジネスモデルや戦略にどのように組み込むかを検討することで、未来の競争

優位性を確⽴できるでしょう。継続的な学習と適応、そして倫理的な配慮が、これらの先

進技術を最⼤限に活⽤するための鍵となります。


